






要約 

新生児スクリーニングにより高頻度に発見されているヒスチジン血症のほとんどは、知能

障害などの症状もなく、治療も必要としないため、スクリーニングの是非についての議論

も生じてきている。一方、知能正常でありながら、学習障害や行動異常を示す症例の報告

もある。我々はこれらの問題検討の一つの資料とすべく、ヒスチジン血症児の発達と行動

評価につき追跡調査し、一部ヒスチジン血症で、とくに年少時期に、発達面から見ると探

索・操作や言語、行動面から見ると意欲や認知行動で問題が生じることがあり得ると報告

してきた。 

今回、健常児に対する同一評価法による発達・行動評価を行い、ヒスチジン血症児との比

較検討を行った。 


